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激化する米中間の技術覇権競争を
経済安全保障の観点から分析する

次世代通信技術（５Ｇ）、ロボット、人工知能（ＡＩ）、ビッグデータ、
クラウドコンピューティング……
新たなハイテク科学技術、戦略的新興産業分野でしのぎを削る国際競争の行方と、
米中のはざまで日本がとるべき道を提言する

７月中旬 新刊搬入予定です 配本部数申込締切は ６月21日（月） です
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はじめに（村山裕三）
序 章 エコノミック・ステイトクラフトと国際社会（鈴木一人）

※分析的な枠組みを提示し日本の課題を明らかにする
◎第Ⅰ部 米国の安全保障と輸出管理
第１章 米国における輸出管理の歴史：EAAからECRAまで（小野純子）

※輸出管理政策が外交手段に使われてきた歴史を振り返る
第２章 輸出管理をめぐる米中関係：チャイナ・ディフェレンシャルから経済安全保障へ（小野純子）

※現在の“米中貿易戦争”に至るまでの分析
第３章 米国の輸出管理の新展開：従来型の限界と今後（中野雅之）

※今後の輸出管理の方向性を展望する
◎第Ⅱ部 中国の経済安全保障戦略
第４章 経済建設と国防建設の一体化とその背景（土屋貴裕）

※中国の産業政策の分析
第５章 安全保障の経済的側面：軍民融合発展戦略（土屋貴裕）

※中国が推し進める軍民融合政策の考察
第６章 経済の安全保障的側面：国内法制度の整備（土屋貴裕）

※輸出管理、サプライチェーン、データセキュリティなど具体的な政策を分析
終 章 日本の経済安全保障政策への展望（村山裕三）

※歴史的な視点を踏まえて日本がとるべき技術政策を提言
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